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２０２０グッドデザイン賞受賞！ 

～白川激特事業により整備した河川空間がグッドデザイン賞を受賞～ 

 

平成 24 年 7 月の九州北部豪雨を契機に再度災害の防止・軽減を目的として事業に着手し、

令和 2 年 1 月に竣工した「白川河川激甚災害対策特別緊急事業」により整備した河川空間が

グッドデザイン賞（主催者：日本デザイン振興会）を受賞しました。 
 

短期間での整備が必要な激特事業の実施にあたり、事業箇所の環境や景観・利活用に配慮

した設計検討、整備を進めるため、事業着手の早期段階から官学民連携の体制を構築し、計

画から施工に至る各段階で連携して事業を進めました。 
 

グッドデザイン賞は、応募されたすべての審査対象の中から、くらしや産業や社会の質を

向上させる優れたデザインと認められるものに贈られるもので、「広域の区間を短期で工事

しなければならない激甚災害対策特別緊急事業の制約の中で、一般的な材料を用いながら

も、場所場所に応じたまちと川をつなぐ空間づくりをしていること」が評価されました。 

 

 

 

■グッドデザイン賞関連ページ 

  https://www.g-mark.org/award/describe/51039?token=86if2Hmpvj 
 

■白川激特事業パンフレット 

http://www.qsr.mlit.go.jp/kumamoto/site_files/file/river/shirakawa/H24shirakawagekitoku.pdf 
 

 

 

【問い合わせ先】 

   国土交通省 九州地方整備局 熊本河川国道事務所 

                 技 術 副 所 長 宮本 浩 

                 工務第一課長 末吉 仙英 

                 ＴＥＬ：０９６－３８２－１１１１ 
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２０２０グッドデザイン賞 

 白川河川激甚災害対策特別緊急事業（龍神橋～小磧橋間）の概要 

 
 

受賞対象名  ；河川堤防・河川緑地 [ 白川河川激甚災害対策特別緊急事業（龍神橋～小磧橋間）] 

分類     ；ランドスケープ、土木・構造物 

受賞企業   ；熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター景観デザイン研究室  

(応募者)    株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

株式会社建設技術研究所  

株式会社東京建設コンサルタント  

株式会社西日本科学技術研究所  

株式会社間瀬コンサルタント  

九州建設コンサルタント株式会社  

三井共同建設コンサルタント株式会社  

受賞番号   ；20G171142 

事業主体名  ；国土交通省 

プロデューサー；国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所 

ディレクター ；熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 准教授 星野裕司 

デザイナー  ；熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 景観デザイン研究室＋ 

風景工房 増山晃太＋九州建設コンサルタント株式会社 宮崎浩三＋ 

ＮＮラントシャフト研究室 西山穏 

場所     ；右岸：熊本県熊本市中央区黒髪、左岸：熊本県熊本市中央区渡鹿 

審査委員の評価；豪雨災害を受けた河川の堤防整備。広域の区間を短期で工事しなければならない激甚

災害対策特別緊急事業の制約の中で、一般的な材料を用いながらも、場所場所に応じ

たまちと川をつなぐ空間づくりをしていることが評価された。近年、水辺を活かした

まちづくりが進められる反面、自然災害の激甚化によって深刻な水害が増えているな

かで、日常を豊かなものにしながら住民の災害意識を高める堤防整備はひとつのモデ

ルとなるだろう。   


